
平取町バイオマス産業都市構想の概要
北海道平取町、人口 0.6万人、面積 約7.4万ha

木質バイオマス燃料による農業用ハウスや公共施設への熱供給、住宅暖房用燃料のバイオマス化、木の駅
プロジェクトなどの展開により、地域内の森林資源を有効活用し、基幹産業である農業に続く、バイオマス関連
産業の育成等を目指す

①木質バイオマスを原料とした熱供給会社を設立し町内施設、

住宅、農業ハウスに熱供給を進める

②木質バイオマスを原料とした電力供給会社を設立し、売電事

業を進める

③新たな会社設立による雇用の創出、エネルギーの地域循環、

環境負荷の低減を図る

１．将来像

①農業用ハウス用燃料のバイオマス化（チップ6,300t/年・ペ
レット500t/年）

②公共施設への導入→全体への普及（薪100t/年・チップ
1,500t/年・ペレット780t/年）

③木の駅プロジェクトの普及・拡大（年間収集目標200t）
④バイオマス利用に係る新たな産業の創出（林業、農業の活性
化と新規産業と雇用の創出）（雇用創出７名）

３．目標（10年後）

① 農業ハウス用燃料のバイオマス化（トマトハウス用暖房をチップ、
ペレット等木質ボイラーへ転換）

② 公共施設への率先導入計画の推進（公共施設の暖房の木質
燃料化）

③ 木の駅プロジェクトの事業化（地域通貨や雇用創出と絡ませた
林地残材収集システムの構築）

２．事業化プロジェクト

① バイオマス資源の利用向上
・熱供給公社の創設
・ペレット工場の建設
・既存事業者・森林組合等での新規雇用の可能性
② 雇用者数
・熱供給公社創設で２名
・関連事業で５名

４．地域波及効果

構想の概要

・町、町民、森林組合やＪAを含む関連機関等で構成される「平取
町バイオマス産業都市構想推進委員会」を中心に事業を展開

５．実施体制
・第5次平取町総合計画（H18）
・平取町過疎地域自立促進計画（H22）
・平取町地域新エネルギービジョン（H20）
・びらとりあぐりビジョン2015(農業振興計画)（H22）

６．その他

び ら と り ちょう

3３．選定地域（平成27年度）の構想の概要
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